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２．フライアッシュの改質技術に関する研究

1) 湿式サイクロン分級による改質フライアッシュ
の高品質化

2) 発生場所の違う火力発電起源フライアッシュの
品質と改質手法

3) XRDリートベルト法による改質フライアッシ
ュモルタルの水和反応評価

4) 廃棄物フリーとなるクローズドシステムの実証

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室



石炭灰の発生量

【フライアッシュ発生量】
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東日本大震災

参考文献：財団法人石炭エネルギーセンター：石炭灰の有効利用、http://www.jcoal.or.jp/bunya7_24.pdf

北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室
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【フライアッシュコンクリートの効果】

④強度増進によるセメント量の低減

⑤天然資源の消費抑制

①産業廃棄物の有効利用

②乾燥収縮率を低減（ひび割れ対策と
して極めて有効）。

③アルカリ骨材反応を抑制（ASR抑制
対策として極めて有効）。

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室
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【フライアッシュの品質】
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・強熱減量（未燃カーボン量）が3％を超えるとコンクリートの凝結不良、
AE剤の吸着が問題となり、コンクリートへの利用が難しい。

・企業発電ＦＡは強熱減量5%を越えるフライアッシュが圧倒的に多い。

排出元 強熱減量（%）

A企業発電 A工場 12.8

同　B工場 11.8

同　C工場 9.8

同　D工場 5.5

同　E工場 5.2

B企業発電 9.6

企業発電ＦＡの強熱減量

企業発電灰の産廃としての引
き取り価格が、10年で4倍以
上に上昇している。
→企業の処理費が逼迫。

現状、およそ10千円/ton

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

電力事業者における石炭の違いによる
強熱減量の変動
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【FA中の未燃カーボン除去によるメリット】

・強熱減量3%以下に改質できる技術はセメントフリーコンクリートへの適
用を可能とし、CO2排出量を大幅に削減可能。

・産廃としてのFAを低コストで有効利用（高度資源化）が可能。

産廃発生量
低減

産廃処理コスト
低減

セメントフリーコ
ンクリートへの

適用

天然資源消費量
削減

CO2排出量
削減

フライアッシュ
MFAS

MFAS (Modified Fly Ash Slurry) : 改質後FA

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室



10フライアッシュ原粉

特許 第4802305号（浮遊分離装置及び方法並びにその利用製品の製造方法）
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フライアッシュの電顕画像

北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

本技術は、浮遊選鉱法のシステムで、フライアッシュを改質して強熱減量2%以
下の改質フライアッシュスラリー・MFAS（Modified Fly Ash Slurry）を製
造し、低炭素で高性能なジオポリマーコンクリートを実現する。

【MFAS（改質フライアッシュスラリー）】

MFAS
（Modified Fly Ash Slurry）



【フライアッシュの改質】
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※本デバイスは未燃分離器の回路に取り付ける循環ポンプのみを動力源としており、
省エネ型でコンパクトな低価格プラントである。

北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室
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3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

【フライアッシュの改質プロセス】

浮遊選鉱層

MFAS貯蔵層

フロス
貯蔵層

ハイドロ
サイクロン

撹拌層
循環ポンプ

ﾏｲｸﾛﾊﾞﾌﾞﾙ装置

捕集剤

工業用水

原料FA（産業副産物）

起泡剤

FAスラリー テール灰

フロス

粗いMFAS

排水

再利用 排出

フロス
（代替燃料）

MFAS
（フライアッシュコンクリート原料）

排水
（適切に処理）

①スラリー化プロセス

②浮遊選鉱（未燃カーボン
除去）プロセス

③濃縮・貯蔵プロセス

細かいMFAS

デカンタ式
遠心分離機
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【フライアッシュの改質ラボ装置】
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3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

浮遊選鉱プロセス

事前攪拌プロセス

濃縮プロセス

フロス燃料化プロセス

15kg/batch処理のラボ装置（28.8ton/y）
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【設立ベンチャー (株)石炭灰総合研究所】

【会社概要】
代表者氏名：達見清隆
設立時従業員数：役員３名

事業内容： ①特許ライセンス及び実施管理
②フライアッシュの事業可能性評価
③フライアッシュ改質プラントの基本設計・管理
④CCASコンクリートにおける材料性能評価申請（国土交通大臣
認定）のコンサルタント業務

【起業動機および事業コンセプト】
①起業動機

特許第４８０２３０５号（浮遊選鉱装置及び方法並びにその利用製品の製造方法
）により製造される改質フライアッシュスラリーを錬混ぜたコンクリートの性能が向
上することがわかった。この技術を用いて社会に貢献。
②事業コンセプト

浮遊選鉱装置を主体とするプラントを普及するため、事業可能性の評価、プラ
ントの基本設計・管理、CCASコンクリート出荷に繋がるコンサルタント業務、特許
ライセンス及び実施管理を行う。

北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室

3. 研究内容北九州市立大学 国際環境工学部
建築デザイン学科 高巣研究室




